平成28年9月吉日

主任介護支援専門員研修の研修記録シート活用の手引き

1.　目的：主任介護支援専門員研修のカリキュラム変更に伴い、研修の目的、研修受講前、受講直後、3ヵ月後の自分自身の自己評価を行う為の記録として活用します。

2.　活用方法：

①熊本県介護支援専門員協会のホームページの研修記録シートを掲載しますので、それをダウンロードして自分のパソコンに保存してください。

②ダウンロードした研修記録シートの「ＴＯＰ」をクリックしてもらうと、「①研修シート１（目標）」（青色の文字）がありますので、それをクリックしてもらうと、シートにジャンプします。（移動します）
③「①研修シート１（目標）」の項目に沿って記載をお願い致します。

④「研修後にどのような行動をおこなえるようになりたいか」を記載してください。

　受講者の方々の目指す主にケアマネとしてのイメージでも結構ですので、研修受講前に目標を設定しましょう。

⑤「研修後にどのような行動をおこなえるようになりたいか」の記載をした後に、「事業所の管理者として受講生に期待すること」の記載を事業所の管理者（介護支援専門員の資格を持っている方）や事業所に管理者がいない場合は、法人で管理者をしている方、受講生が管理者をされている方は、他の部署で管理者をしている方又は地域包括支援ｾﾝﾀｰの主任介護支援専門員支援専門員の方に記載をしてもらってください。
· この「研修記録シート１」「研修記録シート2（評価）」「研修記録シート3（振り返り）」は全部研修終了後に介護支援専門員協会に提出していただきますので、Ａ４フラットファイルに閉じて保管し、名前を記載し最終日に提出をしてください。この記録が、全過程終了の証明となります。

· この記録が提出されないと「主任介護支援専門員研修の証明書」が発行できませんので、しっかりと記録をして提出してください。

⑥研修終了後の３ヵ月後の評価に関しては、研修を経てどのように自分自身が変わったのかを記載し、その後管理者に事前目標とどのように代わったのか記載して保管してください。
